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0.  はじめに

0 . 1  この取扱説明書について
ここでは先ず､ＭＡ Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒ IIの基本的な機能について説明します。
本文中の図は、ＬＤＥディスプレーの内容等を示しています。

  第６章～第８章では、様々な特別機能や、ＭＩＤＩによるＬｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒ IIのリモー
トコントロールやマスター，スレーブモードによる２台の連動について説明しています。
第９章では、背面パネルの入出力について述べています。

Lightcommander II 24/6
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0 . 2  仕様概要
ＭＡ ＬｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒIIには、２４／６および４８／６の二種類があります。
背面パネルには、電源コネクタＡＣ９０－１３０Ｖ入力が備えられております。

またディマーへの出力としては､ＤＭＸ５１２（１９９０）と､Ｓｏｃａｐｅｘ ＥＦ３３７コネクタによる
３０（４８／６は５４）チャンネルのアナログ出力を備えています｡
両方の出力に同時に出力されています。アナログ出力にもパッチが通ります。

0 . 3  ディスプレーおよびトップメニュー
ＬＣＤディスプレーは現在のプログラム情報を示している。また、ディスプレーのすぐ下の
４つのファンクションボタンに対応したメニューを表示していて、これらのボタンにより多く
の機能を呼び出すことができる。QUITボタンを押すことにより，いつでもトップメニュー
に戻ることが出来ます。
４つのボタンはディスプレーに表示された機能にアクセス出来ます。
　ディスプレーの右側にあるロータリーエンコーダは、ディスプレーに表示された様々な
データの入力に使われます。その時点でエンコーダによって入力・変更可能な値やデー
タは、常にディスプレー上において黒く反転表示されています。

01 ---- -- 12:  07 :13

M A - L IGHTCOMMANDER  24/6              V .2 .X

PROGRAM
MEMORY

PRG CHASE
SEQUENCE

CHASE TO
MEMORY

UTIL ITY
SETUP

　シーンメモリーのプログラム　　

　　　　　　（第２章参照）

チェイスのプログラム
　（第３章参照）

シーケンスのプログラ
ム（第５章参照）

メモリーフェーダへの

チェイス割りつけ
（３．７参照）

特別機能（第７章

参照）

チェイス・プログラム

（第３章参照）

現在時刻

（７．６参照）

クロスフェード・プログラム

   （４．３参照）

トップメニュー　QUITボタンにより呼び出せます。



MA Lighting Technology GmbH . Dachdeckerstr. 16 . D-97297 Waldb�telbrunn . Fax: + 49  9 31  4 97 94 29 . www.malighting.de6

Page 5
TOP MENU

Page 14/23

PROGRAMMING CHASE-SEQUENCE

SEQUENCECHASEDELETEEDIT

Page 18
CHASE TO MEMORY

LEARN SPEED DELETE SOUND

Page 14/28

PROGRAMMING  CHASE

ENTER DELETE INSERT COPY

Page 23/28

PROGRAMMING  SEQUENCE 1

ENTER DELETE INSERT COPY

ENTER INFADE OUTFADE LINK

Page 23

PROGRAMMING  SEQUENCE 2

PROGRAM
MEMORY

PRG CHASE
SEQUENCE

QUIT

PROGRAMMING  MEMORY
Page 11

SAVE
OUTPUT

SAVE
PRESET 2

DISPLAY
MEMORY

QUIT

Page 25

X-FADESELECT MEMORYLIMIT

OUTPUT MONITOR

Page 26

ALL  100 %0 %  OFF100 %

LIMIT  MONITOR

Page 31

MODIFY LEVEL STEP MONITOR

CHASE --STEP 06

Page 31

MODIFY MEMORY STEP  MONITOR

MEM   6 A CHASE --MODIFYSTEP 03

MODIFY ON/OFF STEP  GRAPHIC

STEP  07

Page 31

PREVIEW

5  AMODIFY  MEMORY:

MODIFY  MEMORY  MONITOR
Page 27

Page 29

PREVIEW CHASE IN MEMORY

SOUNDSTEPLEARN

MEMORY 13-16, in case of Chase on Memory

MEMORY button

HOLD
> 1sec

Page  39

HOLD HOLD
OFF UTILITY

SETUP
CHASE TO
MEMORY



Lightcommander 24/6 - 48/6

eMail: info@malighting.de . Tel.: + 49  9 31  49 7940 . User's Manual Lightcommander 24/6 - 48/6 7

RUN SWAP

CHASER SPEED

SOUNDLEARN

SINGLEREVERSEFADETIME

SPEEDSTEP

CHASER NUMBER
Page 16/
29

CHASER
NUMBER

CHASER
SPEED

UTILITIES

SETUP OUTPUT EXTERN BACKUP

Page 33-
40

Page
33,36,38SETUP

CLOCK       WIDE SWITCH
MEMORY

LOAD
FROM CARD

SAVE
TO CARD

EXCHANGE
MEMORY

Page 38
BACKUP

Page 34-
35

PATCH SWOP DIS-
ABLE

CURVE

OUTPUT
Page 39-40

EXTERN

MIDI IN MIDI OUT    ALT:CTRL. SLAVE

Page 35

DISABLE
ALL

ENABLE
ALL

SWOP  DISABLE

Page 34

OPEN 1  :  1 CLEAR

OUTPUT  -  PATCH

Page 35

ALL
CURVE

ALL
LINEAR

CURVE

Page 32
X-FADE OFF

FADE
OFF

SWITCH
OFF

GO -

MANUAL

Page 19-24,32
X-FADE PLAY

NEXTINFADEOUTFADE

Page 16-17

running
Chase

new se-
lected
Chase REC.FADESELECTSELECT

X-FADE SETUP
Page 19-
24

X-FADE
 on/off

X-FADE
on

X-FADE
off

X-FADE
 MENU

toggles be-
tween menus

THEATRE
SEQUENCE

PREVIEW

CONNECT



MA Lighting Technology GmbH . Dachdeckerstr. 16 . D-97297 Waldb�telbrunn . Fax: + 49  9 31  4 97 94 29 . www.malighting.de8

1 .   個別チャンネル

1 . 1  プリセット及びマスター
個々のチャンネルのコントロールのために、２列のプリセットフェーダと１列のフラッシュボタ
ンが使用できます。メインマスターは卓出力全体に働き、通常の使用では１００％にしてお
いて下さい。
２列のプリセットは、プリセットマスターフェーダ１，２によってそれぞれフェードイン，アウト出
来ます。チャンネルボタンのＬＥＤは、通常そのチャンネルの実際の出力を表示しています
しかしプレビュー，プログラミング，ブラックアウトの各操作の場合は表示が変わります。

メインマスターの下にあるブラックアウトボタン［ＤＢＯ］は全出力を０にします。しかしＬＥＤ
は、このボタンを放した状態での出力を表示し続けています（例外については、１．３補助
チャンネル、７．２．１スイッチメモリーを参照）。

1 . 2  フラッシュ -  Swop  ボタン
フラッシュボタンによって、個々のチャンネルをフラッシュさせることができます。ただしその
レベルは、メインマスターによって左右されます。
　ＳＷＯＰ機能が入っている場合には（［ＳＷＯＰ］ボタンのＬＥＤが点灯）、他の全てのチャン
ネルが消え、選択されたチャンネルだけが出力されます。（Solo効果）
.

参照:
チャンネル数の倍増                   - 7.1.1WIDE モード
チャンネルの並びの変更           - 7.1.2 ソフトパッチ
スワップ機能の禁止                   -7.1.4 Swop禁止

プリセット２
フェーダー

プリセット１
フェーダー

フラッシュ
　　　ボタン

SWOP
ボタン

メイン　　　
　マスター

プリセット
マスター
１、２



Lightcommander 24/6 - 48/6

eMail: info@malighting.de . Tel.: + 49  9 31  49 7940 . User's Manual Lightcommander 24/6 - 48/6 9

1 . 3  補助チャンネル（ＡＵＸ１～６）
２４（または４８）のプリセットフェーダの隣にはＡＵＸ１～ＡＵＸ６のボリュームがあります。
このボリュームは６つＡＵＸチャンネルをコントロールできます。ＡＵＸはフリーチャンネ
ルでつまみによる設定はメインマスターやブラックアウトボタン、プリセットマスターには関
係しないので、カラーチェンジャー、客電、あるいはエフェクター等のコントロールに適し
ています。

　ただし、メモリーに組み込んだシーンやチェイスの中では、これらのチャンネルは、マス
ターフェーダによってコントロールすることができます。

参照
カラーチェンジャーのメモリー - 2.3 と 7.2.1 スイッチメモリー

AUX 1-6
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2 .   シーンメモリー
  あらかじめ設定したシーンをメモリーとして記憶させておくことができ、１６本のメモリーマ
スターフェーダとフラッシュボタンによって操作します。また、ＳＷＯＰ機能が入っている場
合には、フラッシュボタンを押すと、選択されたシーン以外の他の全てのチャンネルやメ
モリー出力が消される。

2 . 1  メモリーページ
１６本のメモリーフェーダとページボタンＡ－Ｈにより８ページ×１６本で１２８シーンを記
憶できます。
　ページを切り換えても、０になっていないメモリーフェーダは現在のシーンのままで、
フェーダを０に下げた後にはじめて新しく選択されたページのシーンに切り換わります。
　あるメモリーフェーダがページ切替前のページのものとして働いている場合には、新
ページのボタンのＬＥＤが点滅状態になります。

参照:
チェイスのメモリーフェーダーへの割付  - 3.7 メモリーフェーダーでのチェイス
メモリーのクロスフェード 　　　　　　- 4.クロスフェード
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2 . 2  シーンメモリーのプログラム
LCDディスプレーのメニューにメモリープログラミングのガイドが表示されます。

ノーマルプログラミングモード：

シーンはプリセットフェーダか、すでにプログラムされているメモリーを呼び出すことに
よって設定します。

PROGRAM ディスプレー下の“PROGRAMING-MEMORY”と表
　　　　　　　　　　MEMORY　　　　　示されているボタンを押す。

メモリーフラッシュボタンで保存したいフェーダーを選択する。（ページを変
　　　　　　　　更したい場合はページボタンを先に押します）

SAVE "PROGRAMMING MEMORY"メニューの"SAVE 　
　　　　　　　　　OUTPUT　　　　　　　OUTPUT"ボタンを押すと現在の卓出力を選択中　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のメモリーに記録する

QUITボタンを押すとトップメニューに戻ります。

クイックプログラミングモード：
 "PROGRAM MEMORY"ボタンを押したまま保存したいメモリーフラッシュボタンを押す
と現在の出力が保存されます

--    AMEMORY

LAST          -  -     A

FREE :  95 .72   %

PROGRAMMING - MEMORY

   QUIT DISPLAY
MEMORY

SAVE
OUTPUT

SAVE
PRESET 2

選択中のメモリーナンバー
およびページ

最後にプログラムされたメモリー
のナンバーおよびページ

使用可能な記憶容量の
パーセント表示

 "PROGRAMMING - MEMORY"メニュー    -TOPメニューからアクセス出来ます

 マスターフェーダに関係なくプリ
セット２の状態を記録する。

卓出力を記
録する

記憶されている元
のシーン内容を表
示する

 トップメニューに戻る

参照:
メモリーのプレビュー，変更 -  6.4 プレビュー
ブラインドプログラム -  6.1 ブラインド機能

1 .

3 .

2 .

4 .

5 .

1 .　
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2 . 3  スイッチメモリー

シーンフェーダーとは別に８つのスイッチメモリーボタンー×８ページに合計６４シーンを
メモリー出来ます。スイッチメモリーは、通常のシーンメモリーと同じようにプログラムする
ことができます。
　スイッチメモリーボタンが押されるとシーンがカットインします。

スイッチの動作には３種類のモードが有ります。
　フラッシュモード：　スイッチを押したときだけON，離すとOFF
　トグルモード　　：　スイッチを押す毎にON/OFFが交互に切り替わります。
　キルモード　　　：　スイッチを押すと押した物のみONになり他のものがOFFになりま 　
　　　　　　　　　　　　(カラーチェンジャーやエフェクトに適しています）

　各モードの切替方法に付いては7.2.1章を参照して下さい。.

参照:
モード切替 -  7.2.1 スペシャルメモリー
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3 .  チェイス
９９ステップまでのチェイスを５０個まで記憶することができます。チェイスには、ステップの
設定の仕方によって次のような３種類のプログラム方法があります。
:

ON-OFF チェイス:
ステップ毎に、選択されたチャンネルを１００％にスイッチオンする。

リアルレベル・チェイス:
それぞれのステップにおいて、個々のチャンネル毎にレベルを設定できます

メモリー・チェイス:
ステップ毎に、記憶されているメモリーシーンを呼び出します。

　　（リアルレベルチェイスが一番メモリーを消費します。）

  チェイスは、卓の右側にあるチェイサー部によって呼び出されます。また、メモリー
フェーダの１３～１６に割りつけることもできます。この方法によって、最大5つまでのチェ
イスを、それぞれのスピードで同時に走らせることができます。
　なお、ステップ間のスローフェードは、チェイサー部で走らせた場合にのみ可能です。
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3 . 1  ＯＮ－ＯＦＦチェイスのプログラム

全てのチェイスプログラムは、１ステップずつ記憶させて行来ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　トップメニューの二番目の表示ボタン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　"PROGRAMMING CHASE-SEQUENCE"を押します。

PROGRAMMING - CHASE-SEQUENCE

   EDIT DELETE CHASE SEQUENCE

0 1
FREE:  95 .72   %

STEPS:   01 MEMORY
ON/OFF
LEVEL

MEMORY

LEVEL

1 . PRG CHASE/
SEQUENCE

PROGRAMMING - CHASE                             No .
0 1

   ENTER DELETE COPYINSERT

STEP   02

ON/OFF CHASE (  USE CHANNEL BUTTON )
FREE :  95 .72   %

STEPS:   01

すでにプログラムされたステップ数の
表示

各チャンネルのLEDはこの時点で出力表示からプログラミングモードに切り替わります。プログラミング
している状態を出力したい場合はBLINDボタンを押してブラインドモードをOFFにして下さい。

ステップナンバーはエンコーダーで設定できます。

5 . チャンネルフラッシュボタンでそのステップでＯＮにしたいチャンネ　
　　　　　　　　　　　　　　ルを設定していきます。 AUXチャンネルはボリュームを回すこと
　　　　　　　　　　　　　　で設定できます。

EDITボタン:個々のステップのプログラミングに入ります。4 .

エンコーダホイールでプログ
ラムしたい番号を選択しま
す。

2 . 3 . チェイスモード選択を選択します。“ＣＨＡＳＥ”
の表示と“ＯＮ／ＯＦＦ”の欄が選択（黒く反転）
されるようにボタンを押します。

QUITボタンを押すとトップメニューに戻ります。

6 . ENTER：このボタンを押すことにより現在の状態が記録され次のステップに進みます。
その後は同様にパターンを設定してENTERを押してステップを作っていきます。

7 .

6.5章　チェイスプログラム
の修正　参照
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5 .

6 .
7 .

3 . 3  メモリー・チェイスのプログラム
すでにプログラムされているメモリーをつないでチェイスとして用いることができます

.........

.........

 "MEMORY"を選びます

.........

メモリーをメモリーフラッシュボタンで選びます。別ページを選択す
　　                      る場合はページボタンを押してから選択します。
　　    　　     　　　　ページとメモリーナンバーはディスプレーに表示されます。

5 .

6 .
7 .

CHASE SEQUENCE

MEMORY
ON/OFF
LEVEL

MEMORY

LEVEL

1 .
2 .
3 .
4 .

CHASE SEQUENCE

MEMORY
ON/OFF
LEVEL

MEMORY

LEVEL

3 . 2  リアルレベル・チェイスのプログラム
リアルレベル・チェイスでは、個々のチャンネルのレベルを自由に設定できます。
もし選択されたプログラムがすでに別のモードのチェイスとして使われている場合、モー
ドをリアルレベルに変更すると、以前の内容は消去されます。もし誤ってモードを変えて
しまった場合には、［ＮＯ］ボタンを選択すれば操作は中断されます

.........

.........

"LEVEL"を選びます
.........

各チャンネルのレベルをプリセット２で設定してENTERを押します。

1 .
2 .
3 .

4 .
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3 . 4  チェイスの呼び出し
チェイスは、マスター部の右側のチェイス操作部で呼び出すことができます。

"Number"ボタンを押すと
ディスプレーの上側には現在のプログラムのナンバーとステップ数が

　　　　　　　　表示されます。下側には次のチェイスのプログラムナンバーが表示されエ
　　　　　　　　ンコーダによって選択できます。

"ON"ボタン－次のチェイスを実行します
　　　　　　　　"OFF"ボタン－実行中のチェイスを止めます。

チェイスのレベルは、チェイスマスターフェーダによってコントロールされます。

3 . 5  スピードの設定

　　  　　　　　
　　  　　　　　チェイサー部の"Speed"ボタンを押すとCHASER SPEEDメニューが開き　
　　      　　　ます。

　　　　　　　　チェイスのスピードはＨｚと秒で表示されエンコーダーで調整出来ます。
LEARNボタンをテンポにあわせて押すことでも入力できます。

CHASER  SPEED                                   No .  01

  LEARN SOUND SWAPFREE RUN

Sec

Hz2 .12
0 .47

FADE   00% RUN:   0 . 00  Sec

SOUND/MANUAL:   0 .00  Sec

FADETIME REVERSE SINGLE

音のテンポに合わ
せてボタンを押すと
スピードが直接入力
出来ます。

設定されたスピードでチェイ
スします。FREE RUNまたは
SOUNDが選ばれていない
とSTEPボタンでステップを
送っていけます。

音が入力され
るとチェイスス
テップが進みま
す。

ボタンを押すとディス
プレーのファンクション
が切り替わります。
FADETIME -
REVERSE - SINGLE.

設定されたスピード、モード、フェードタイムは、チェイスナンバー毎に記憶されます。
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3 . 6  ステップ間のフェードタイム
チェイスのステップからステップへの変化は、カットチェンジだけでなくクロスフェードとして
実行させることができます。フェードは、チェイサー部の［ＦＡＤＥ］ボタンによって機能する
ようになります。

  Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒ IIにおいて、フェード動作はディップレスクロスフェードとして働きま
す。例えば、あるチャンネルが最初１００％で、次のステップで８０％になるとすると、レベ
ルはいったん下がってから上がるのではなく、１００％から８０％へと変化します。

クロスフェードタイムはスピードメニューで設定します
チェイサー部の"Speed"ボタンを押すと"CHASER SPEED"メニューが開

　　　　　　　　　きます

ディスプレー右下のSWAPボタンを押します。
ディスプレーファンクションがFADETIMEと方向のコントロー

　　　　　　　　　　　　　　　　　ルに切り替わります。

FADETIMEボタンを押したまま，エンコーダーで　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フェードタイムを設定します。　

  SWAP

CHASER  SPEED
No .  01

SWAP

Sec

Hz2 .12
0 .47

FADE   50% RUN:   0 .23   Sec

SOUND/MANUAL:   0 .00  Sec

このボタンを押しながら
エンコーダでフェードタイ
ムを変更。

  LEARN FREE RUN

FADETIME SINGLE

ボタン表示を切り換
えます。

最後のステップにくる
とチェイスが停止する

チェイスの方向
を反転させる。

  フリーランモードを使用している場合、フェードタイムはステップタイムのパーセントで設
定されます。チェイススピードを変更すると、フェードタイムもそれにあわせて自動的に変
更されます。
  フリーランモードがオフになり、ステップが音声信号やステップボタンによって呼ばれる
場合には、フェードタイムは秒で設定されます。

FADETIME

フェードタイムの秒
表示

ステップボタンモード
あるいは音楽同期の
場合のフェードタイム

ステップタイムに対する
フェードタイムのパーセント
（フリーランモードのみ）

1 .

2 .

3 .
-
4 .

SOUND

REVERSE
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3 . 7  メモリーフェーダへのチェイスの割り付け
メモリーフェーダの１３～１６には、ページ毎に４つのチェイスプログラムを割り付けること
ができます。この場合のプログラムはそれぞれ異なったスピードで実行できます。現在
のスピードはメモリーフラッシュボタンのＬＥＤ点滅によって表示されます。

トップメニューのCHASE TO MEMORY（３番目のボ
　　                              　　　　タン）を押すとCHASE TO MEMORYメニューになりま
　　                               　　　す。

メモリーフラッシュボタンによって１３～１６のうちのひとつのメモリーを選択
　　 　　　　　　します。ディスプレーには、そのフェーダにすでにチェイスが割り付けられ
　　        　　ているかどうかが表示されます。

3 .

4 .

エンコーダによってチェイスナンバーを選択します。

この時チャンネルのＬＥＤは設定されたスピードで実行されている状態を表示します。
SPEEDボタンを押しながらエンコーダーでスピードを設定できます。

Quit ボタンでトップメニューに戻ります。

CHASE TO MEMORY

MEMORY A13
SPEED: 3 .22  Hz

0 . 31  Sec

CHASE  No . 0 1
     STEPS:   12

ON/OFF        TYPE:

DELETE SOUNDSPEED  LEARN

フェーダへの割付を取
り消します。

音が入力されると
チェイスステップが進
みます。

音のテンポに合わ
せてボタンを押すと
スピードが直接入力
出来ます。

SPEEDボタンを押しながら
エンコーダーを回してス
ピードを設定します。

1 . CHASE TO
MEMORY

2 .

5 .
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4 .  クロスフェード
メモリーマスターフェーダの右側に、シーンのクロスフェードのためのクロスフェダーが有
ります。
 一つのシーンから別のシーンへフェーダーを下から上もしくは上から下へ動かすことに
よりディップレス（落ち込みのない）クロスフェードが出来ます。

動作モードの設定 (SETUP)
“Ｘ－Ｆａｄｅ　ＳＥＴＵＰ”メニューにおいて、ボタンによるシーン選択にするか、プログラム
されているシーン系列（シーケンス）を呼び出すのかを選択できます。

QUITボタンの下の "X-Fade menu"ボタンを２回押すと
　　　　　　　　　X-Fade Setup Menuになります。

DIRECT
MEMORY

X - FADE  SETUP

  SELECT

MEMORY
CHASE
SEQUENCE
TIMED SEQUENCE

SELECT REC.FADE

    TYP:   -  -  -  -  -
-  -  -

  -
-
- -   STEPS

"DIRECT": メモリーボタンを選択
すると直ちにシーンのクロスフェー
ドがスタートします。
"PREPARE": シーン選択の後Ｇｏ
ボタン押すとクロスフェードがス
タートします。

動作モードの
選択

ステップ毎にフェードタイムを
フェーダーで設定して記録し
ます。

選択中のプログラムのナンバー、ステップ数、タイプ

X - FADE        MEMORY

  INFADE MANUAL

-- A-- A

2 .25 2 .25

-- ANEXT:

クロスフェードメニュー
:

"X-Fade On/Off"ボタンでクロスフェードモードがスタートします。すでに
　　　　　　　　　クロスフェードモードがONになっている場合にはX-fade Menuボタンで　
　　　　　　　　　交互に切り替わります。

現在のシーン 次のシーン
すでに待機してあれば
その次のシーン

NEXT

現在シーンのフェード
アウトタイム

新シーンのフェード
インタイム

自動・手動フェードの
切り換え

6.7参照  プログラムされ
ている順序の変更

クロスフェードモードの解除
:

 "X-Fade On/Off"ボタンを押したままの状態で次のどちらかのボタンを
　　　　　　　　　押します。

FADE OFF:現在のシーンがフェードアウトしてクロスフェードモードが解除

SWITCH OFF: 直ちにクロスフェードモードがOFFします。

OUTFADE

PREPARE
MEMORY
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4 . 1  メモリー間の自動クロスフェード

　　　 "X-Fade Menu"ボタンを２回押す。
1 .

2 . 一番左のSELECTボタンで "DIRECT MEMORY"か"PREPARE　　　　　
　　　　　　　　　MEMORY"を選択します。（P19.動作モードの設定 参照）

X - FADE        MEMORY

  INFADEOUTFADE MANUAL

-- A-- A

2 .25 2 .25

-- ANEXT:

OFFにしておく。新シーンのフェード
インタイム

現在シーンのフェード
アウトタイム

　　表示ボタンで選択（黒く反転）されていると、現在シーンのフェードアウト
　　　　　　　　　　タイムや新シーンのフェードインタイムを、クロスフェードフェーダやエン
　　　　　　　　　　コーダによって設定できます。

　　　　　　　　　　メモリーフラッシュボタンでメモリーを呼び出しすと、設定された時間で選
　　　　　　　　　　択されたシーンへとクロスフェードします。クロスフェードの様子はバー　
　　　　　　　　　　グラフによって表示されます。クロスフェード中でも、表示ボタンで選択
　　　　　　　　　　されている時間は変更可能です。

クロスフェードを終了させるには
　　　　　　　　"X-Fade On/Off"ボタンを押したままの状態で次のどちらかのボタンを　
　　　　　　　　押します。

FADE OFF:現在のシーンがフェードアウトしてクロスフェードモードが解除
SWITCH OFF: 直ちにクロスフェードモードがOFFします。

4 .

"X-Fade On/Off"ボタンでクロスフェードモードに入ります。3 .

DIRECT
MEMORY

X - FADE  SETUP

  SELECT

MEMORY
CHASE
SEQUENCE
TIMED SEQUENCE

SELECT REC.FADE

    TYP:   -  -  -  -  -
-  -  -

  -
-

- -   STEPS

6 .

5 .

PREPARE
MEMORY
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4 . 2  メモリーの手動クロスフェード
時間を設定して自動でクロスフェードする代わりにクロスフェーダーを手動で動かしてク
ロスフェードする事も出来ます

...

... 前ページ自動モードと同じ

...

MANUAL（４番目のボタン）をON（黒反転）にしておきます。

  INFADEOUTFADE  MANUAL

09 A04 A

2 .25 2 .25

06 ANEXT:

* MOVE FADER *

4 .

5 .

6 .

メモリーフラッシュボタンでメモリーを呼び出します。
　　　　　　　　メモリーナンバーはディスプレーの“ＮＥＸＴ”の所に表示されます。

　　　　　　　上端あるいは下端からクロスフェードフェーダを動かすことによって、選択さ
　　　　　　　れたシーンへと手動でクロスフェードさせることができます。フェーダが反対　
　　　　　　　側の端に達すると同時に、クロスし終わったナンバー表示が左側に移り、　
　　　　　　　“ＮＥＸＴ”のメモリーが“ＩＮＦＡＤＥ”側にロードされます。“ＮＥＸＴ”のメモリー　
　　　　　　　は、現在のクロスフェードが終了する前にあらかじめ選択しておくことができ
　　　　　　　ます。選択されたメモリーはクロスフェードが終わると自動的にロードされる。

 "X-Fade On/Off"押したままSWITCH OFFボタンを押すと現在のシーン
　　　　　　　　はカットアウトします。FADE OFFを押すと次にフェーダーを動かしたときに
　　　　　　　　フェードアウトします。

1 .
2 .
3 .
3a .

マニュアルモードの時
は機能しません

マニュアルモードの時
は機能しません

manual を選んでおきます

For further informations see:
X-Fade  with preprogrammed scene order -    5. Sequences

X - FADE        MEMORY
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4 . 3  チェィスプログラムのクロスフェード
　チェイスのステップは、シーケンス部に呼び出すことができます。フェードタイムの調整
や手動フェードは、メモリーボタンによるシーン選択の場合と同様に機能します。
　クロスフェード動作中は、［Ｇｏ］ボタンのＬＥＤが点灯しており、フェードが終了すると消
えます｡

 "X-Fade Menu"ボタンを２回押す。

4b .自動モード:
クロスフェーダーで時
間設定してGOボタン
で実行します。

マニュアルモード:
クロスフェーダーを上下
に動かすことによりクロス
フェードしていきます。

4a .

Go

"X-Fade On/Off" button starts the X-fade mode

3 .

X - FADE        CHASE

  INFADEOUTFADE MANUAL

 0  3

2 .25 2 .25

0 3NEXT:

手動モードへの切り換え新シーンのフェード
インタイム

現在シーンのフェード
アウトタイム

 0  2 STEP :
0 3
( 06 )

 NEXT

1 .

DIRECT
MEMORY

X - FADE  SETUP

  SELECT

MEMORY
CHASE
SEQUENCE
TIMED SEQUENCE

SELECT REC.FADE

    TYP:    ON / OFF

  01 06  STEPS

2a . 2b .
"CHASE"を選
択します

エンコーダによって、チェイ
スプログラム
ナンバーを選択します

PREPARE
MEMORY

　　　　"X-Fade On/Off"ボタンでクロスフェードモードに入ります。
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　チェイスの他に５０のシーケンスプログラムを記憶することができ、クロスフェード部に
呼び出すことができます。シーケンスは、チェイスと違って、ステップ毎に時間を設定で
き、ステップからチェイスを呼び出すこともできます。

5 . 1  シーケンスのプログラム
 ５０個のチェイスと同様にして５０個のシーケンスをプログラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ムすることができます

SEQUENCEを選択しプログラムナンバーを設定します。 チェイスの場合のように、メモ
リーやレベルによるシーケンスのプログラムが行えます。

PROGRAMMING  CHASE - SEQUENCE

   EDIT DELETE CHASE SEQUENCE

0 1
FREE:  95 .72   %

STEPS:   00 MEMORY
ON/OFF
LEVEL

MEMORY

LEVEL

1 .

2 .

PRG CHASE
SEQUENCE

EDITでステップの編集に入ります。3 .

ENTERでステップを記録し次のメニューに進みます。5 .

PROGRAMMING - SEQUENCE                       No .
0 1

   ENTER DELETE COPYINSERT

STEP     01

 USE PRESET 2
FREE :  95 .72   %

INFADE 0 .50 SEC OUTFADE 0 .50 SEC

STEPS:   00

レベルステップの場合にはプリセット２のフェーダで、またメモリーシーケンスの場
合にはメモリーフラッシュボタンによって設定する

4 .

PROGRAMMING - SEQUENCE                       No .
0 1

   ENTER INFADE LINK

SecSec
CHASE 06
  LINKED

STEP  01  1 .75 1 .00

OUTFADE

ＬＩＮＫボタンが押されていると、リンク
したいチェイスをエンコーダーで選択
できます。
 "0"にするとLINKが解除されます。

設定したいフェードタイムを選
択しエンコーダーで変更しま
す。

6 . 7 .

8 . ENTERボタンを押すと、フェードタイムやリンクチェイスが記録され、４．の状態に戻り、
次のステップのプログラムに移ります。

5 .  シーケンス
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5 . 2  シーケンスの呼び出し

 "X-Fade Menu"ボタンを２回押し1 .

“ ＳＥＱＵＥＮＣＥ”（記憶されているフェードタイムは無視される）あるいは、“ＴＩＭＥＤ　ＳＥ
ＱＵＥＮＣＥ”（記憶されているフェードタイムで動く）を選択する。

2a .

DIRECT
MEMORY

X - FADE  SETUP

  SELECT

MEMORY
CHASE
SEQUENCE
TIMED SEQUENCE

SELECT REC.FADE

    TYP:    ON / OFF

  01 06  STEPS

エンコーダによってシーケンスプログラムを選択します。2b .

"X-Fade On/Off"ボタンでクロスフェードモードに入ります。3 .

X - FADE        T IMED SEQUENCE                   No .
0 1

  INFADEOUTFADE MANUAL

 0  2

1 .00 2 .25

NEXT: 0  1

 NEXT

0 2
CHASE 01 L INKED

STEP :
03 ( 06 )

Go4a .
　　　　　　　シーケンスプログラムは、フェーダによる手動で、あるいは自動モードでは　
　　　　　　［Ｇｏ］ボタンによって呼び出されます。“Ｔｉｍｅｄ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ”が選択されてい
　　　　　　る場合、記憶されているステップのフェードタイムで呼び出されますが、後から
　　　　　　修正することも可能です。

  シーケンスのステップにリンクされているチェイスは、スタート前にディスプレーに表示さ
れます。シーケンスのステップがスタートすると、チェイサー部で現在実行されているチェ
イスは中断され、かわりにリンクされているチェイスがスタートします｡チェイスのレベル
は、シーケンスステップのレベルとともにフェードイン・アウトします。シーケンスがチェイ
スをコントロールしている間は、チェイサー部の［ＯＮ］ボタンのＬＥＤが点滅しています。
このチェイスを中断させたり、シーケンスから独立して実行させるためには、［ＯＮ］ボタン
によって再スタートさせる必要があります。これによってチェイスのレベルはチェイス
フェーダによるコントロールに戻ります。

PREPARE
MEMORY
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6 . プレビューと修正
全てのプログラムは、実際に出力する前に、プレビューしたり修正することができます。
実際の出力をパーセントで一覧表示でき、またチャンネル毎に出力レベルを制限するこ
とも出来ます。

6 . 1  ブラインド機能
プログラム中や、プログラムのプレビュー・修正中には、チャンネルＬＥＤは、出力レベ
ルではなく選択されているプログラムの内容を表示します。
  "PROGRAMMING MEMORY"中には、ＬＥＤはプリセット２の値を表示します。
プリセット２マスターを０にし"SAVE PRESET 2"表示ボタンによって記録すれば、ブライ
ンド状態でプログラムを行うことが出来ます。

BLIND ボタンON:
ＬＥＤ上に表示されているプログラムは出力されません。

BLIND ボタンＯＦＦ:
ＬＥＤに表示されているプログラムは、メインマスターが０であっても、出力

　　　　　　　　されます。
　　　　　　　　 またパッチ作業中は、選択されているディマーがオンになります。

ブラインド機能がオフの場合には、トップメニューで“ＬＩＶＥ”という表示がでます。プレ
ビュー機能を呼び出すと、自動的にブラインド機能が働きます。

6 . 2  プレビュー（出力レベル一覧表示）

　　　　　　ディスプレーの下にあるＰＲＥＶＩＥＷボタンを押すと、現在出力をパーセントで
　　　　　　一覧表示します。プレビュー中はメモリーセレクトボタンで表示したいメモリーを
　　　　　　選択します。

６．７ クロスフェードでのプレ
ビューおよび修正参照

A1
A2
A3
A4
A5
A6

4 3
4 4
4 5
4 6
4 7
4 8

3 7
3 8
3 9
4 0
4 1
4 2

3 1
3 2
3 3
3 4
3 5
3 6

2 5
2 6
2 7
2 8
2 9
3 0

1 9
2 0
2 1
2 2
2 3
2 4

1 3
1 4
1 5
1 6
1 7
1 8

0 7
0 8
0 9
1 0
1 1
1 2

0 1
0 2
0 3
0 4
0 5
0 6

  -
  -
  -
  -
  -
  -

  -
  -
  -
  -
  -
  -

  -
  -
  -
  -
  -
  -

  -
  -
  -
  -
  -
  -

  -
  -
  -
  -
  -
  -

  -
  -
  -
  -
  -
  -

  -
  -
  -
  -
  -
  -

FF
FF
  -
1 2
0 3
  -

  -
4 5
6 2
  -
  -
  -

６．３ 出力レベルの
リミット参照

SELECT MEMORY X-FADE     L IMIT

チャンネル番号
A１-A6はAUXチャンネル

出力レベル
(FF=100%)

注意！
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6 . 3  出力レベルのリミット

PREVIEWボタンを押す

ＬＩＭＩＴ表示ボタンを押す。
　　　　　　　　　　　　　出力レベルにリミットがかかっていると、そのチャンネルボタ　
　　　　　　　　　　　　　　　　ンのＬＥＤが点灯します。ディスプレーは現在のリミット値を表
　　　　　　　　　　　　　　　　示しています。ここでＦＦ＝１００％は、そのチャンネルにリミッ
　　　　　　　　　　　　　　　　トがかかっていないことを意味します。
反転表示されているナンバーのチャンネルは、エンコーダや表示ボタン１，２（［１００］，
［０％　ＯＦＦ］）によって変更できます。

1 .

2 .   LIMIT　　　　　
　

A1
A2
A3
A4
A5
A6

4 3
4 4
4 5
4 6
4 7
4 8

3 7
3 8
3 9
4 0
4 1
4 2

3 1
3 2
3 3
3 4
3 5
3 6

2 5
2 6
2 7
2 8
2 9
3 0

1 9
2 0
2 1
2 2
2 3
2 4

1 3
1 4
1 5
1 6
1 7
1 8

0 7
0 8
0 9
1 0
1 1
1 2

0 1
0 2
0 3
0 4
0 5
0 6

FF
FF
FF
FF
FF
FF

FF
FF
FF
FF
FF
FF

FF
FF
FF
FF
FF
FF

FF
FF
FF
FF
FF
FF

FF
FF
FF
FF
FF
FF

FF
FF
8 7
8 7
8 7
FF

FF
FF
FF
FF
FF
FF

FF
FF
FF
FF
FF
FF

FF
  -
6 2
FF
FF
FF

ALL 100  %0  %   OFF100  %

3b .

または

　選択されているチャンネルを
１００％（リミット無し）に設定

選択されているチャンネルの
出力をOFFにする

全てのチャンネルをリミット無
しの通常出力に設定。

3a .

チャンネルのリミット

チャンネルフラッシュボタン
ひとつあるいは複数のチャンネルを選択する。選択されたナンバーは、　

　　　　　　　　ディスプレー上で反転表示されます。

エンコーダーや１００％，０％ＯＦＦボタン
選択されているチャンネルのリミット値は同時に変更されます。変更は直

　　　　　　　　　ちに出力に反映されます。

プリセット２のチャンネルフェーダー
この場合、フェーダの値が記憶されている値に達すると、フェーダに切り　

　　　　　　　　換わって変更できるようになります。実際の出力に影響が出ないように
　　　　　　　　修正を行うためには、プリセット２のマスターフェーダを０にしておかなけれ
　　　　　　　　ばなりません。

ＰＲＥＶＩＥＷかＱＵＩＴボタンを押すことで、卓は通常の動作状態に戻ります。チャンネル
にリミットがかかっている場合には、トップメニューで“ＯＵＴＰＵＴ　ＬＩＭＩＴ”という表示が
出ます。

4 .

反転表示されているナンバーのチャンネルは、　　　　　　
エンコーダや表示ボタンによって変更できます
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6 . 4  メモリーのプレビュー及び修正
メモリーのプレビュー：

PREVIEW ボタン

　　　　　　　　メモリーフラッシュボタン

ディスプレーは、現在の出力をパーセントで一覧表示します。

1 .

2 .

A1
A2
A3
A4
A5
A6

4 3
4 4
4 5
4 6
4 7
4 8

3 7
3 8
3 9
4 0
4 1
4 2

3 1
3 2
3 3
3 4
3 5
3 6

2 5
2 6
2 7
2 8
2 9
3 0

1 9
2 0
2 1
2 2
2 3
2 4

1 3
1 4
1 5
1 6
1 7
1 8

0 7
0 8
0 9
1 0
1 1
1 2

0 1
0 2
0 3
0 4
0 5
0 6

  -
  -
  -
  -
  -
  -

  -
  -
  -
  -
  -
  -

  -
  -
  -
  -
  -
  -

  -
  -
  -
  -
  -
  -

  -
  -
  -
  -
  -
  -

  -
  -
  -
  -
  -
  -

  -
  -
  -
  -
  -
  -

FF
FF
  -
1 2
0 3
  -

  -
4 5
6 2
  -
  -
  -

MODIFY MEMORY: 5   A

選択され反転表示されているチャン
ネルは、エンコーダによって修正す
ることができます。

プレビュー中でのチャンネルレベル修正：

チャンネルフラッシュボタン
修正したいチャンネルを選択。選択されたチャンネルは反転表示します。

　　　　　　　　画面右側のエンコーダー
選択中のチャンネルのレベルを変更します。変更は直ちに記憶されてい

　　　　　　　　るプログラムに反映されます。
　　　　　　　　また、そのメモリーが現在使われていれば実際の出力にも反映されます。

プリセット２のチャンネルフェーダー

メモリーのチャンネル毎の値はプリセット２の対応するチャンネルフェーダ
　　　　　　　　によって直接修正することもできます。この場合、フェーダの値が記憶され
　　　　　　　　ている値に達すると、フェーダに切り換わって変更できるようになります。　
　　　　　　　　実際の出力に影響が出ないように修正を行うためには、プリセット２のマス
　　　　　　　　ターフェーダを０にしておかなければいけません。

PREVIEWまたはQUITボタンを押すとトップメニューに戻ります。

修正を行うと、書き込み等の操作なしに直ちに記憶されているメモリーが変更されます。
また、そのメモリーが使用中の場合には、実際の出力にも反映されます。

3a .

3b .

または:

注意 !!

4 .
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6 . 5  チェイスおよびシーケンスステップの修正
- PRG CHASE SEQUENCEボタンを押す
- CHASEまたは SEQUENCEボタンを押す
- エンコーダによってプログラムナンバーを選択
- EDITボタンでプログラムを呼び出す。

エンコーダによってステップを選択します。ブラインド機能がオフの場合に
　　　　　　　　　は、そのステップが実際に出力されます。

PROGRAMMING - CHASE                             No .
0 1

   ENTER DELETE INSERT

STEP   06

ON/OFF CHASE (  USE CHANNEL BUTTON )
FREE :  95 .72   %

STEPS:   12

個々のシーンの修正
　プログラムタイプに応じて、チャンネル・フラッシュボタンやプリセット２フェーダによって
あるいはメモリー・フラッシュボタンによって、選択されているステップを修正できます。
［ＥＮＴＥＲ］表示ボタンでその修正内容が記憶されます。
　［ＥＮＴＥＲ］表示ボタンを押さずにエンコーダで他のステップを選択すると、修正されま
せん。

選択されているステップの削除
　［ＤＥＬＥＴＥ］表示ボタンを押します。

選択されている位置に新たなシーンを挿入
　［ＩＮＳＥＲＴ］表示ボタンを押します。

選択されているステップの複写
・［ＣＯＰＹ　ＳＴＥＰ］表示ボタンをします。全てのメニュー表示の項目が反転します。
・複写先のステップナンバーを選択します。
・［ＥＮＴＥＲ］表示ボタン：　　　選択されたステップに複写される。
・［ＩＮＳＥＲＴ］表示ボタン：　　　新たなステップとして複写挿入される。
・［ＣＡＮＣＥＬ］表示ボタン：　　複写が中断され、［ＥＮＴＥＲ］や［ＩＮＳＥＲＴ］の場合のよう　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　に、卓は出力状態に戻ります。

レベル・シーケンスステップで、メモリーからの出力レベルを受け継ぐ（ブラインドモードで
は不可）
　シーケンスにおいては、メモリー、チェイス等からの実際の出力を、レベルステップとし
て複写することができます。
　ひとつまたは複数のメモリーをフェーダによってシーンを呼び出し、［ＣＯＰＹ］表示ボタ
ンを押すと、それらの出力レベルが選択されているステップに複写されます。またこの後
［ＣＯＰＹ］表示ボタンを押す度に、その時の出力が記憶内容に加算されて行きます。
　［ＥＮＴＥＲ］［ＩＮＳＥＲＴ］［ＣＡＮＣＥＬ］表示ボタンについては、上記と同じです。

COPY STEP
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CHASE   NUMBER

PREVIEW      STEP    SPEED

0 1 0 5NEXT:
FREE  RUN

STEPS:    06
    TYP:    ON / OFF

0 6 1 1RUNNING:
MANUAL

STEPS:    12
    TYP:    LEVEL

次のチェイスに対するス
ピードメニューに切り換
えます。

次のチェイス

現在実行中
のチェイス

現在の
　ステップ

プログラム
ナンバー

［ＰＲＥＶＩＥＷ］表示ボタンが反転表示していると、選択されたチェイス内容がチャンネルＬ
ＥＤ上に表示されます。スタート前に、［ＳＰＥＥＤ］表示ボタンによってそのチェイスのス
ピードを設定することができます。

ステップ数とチェイスタイプ

6 . 6  チェイスのプレビュー

6 . 6 . 1  チェイサーのプレビュー

　チェイスプログラムは、チェイサー部で最後に呼び出された時のスピードとフェイドタイ
ムを記憶しています。Ｏｎボタンによるスタートの前に、チェイスとそのパラメータをあらか
じめプレビューすることができます。
　
　　　　　チェイサー部の［Ｎｕｍｂｅｒ］ボタンを押し、エンコーダで新しいチェイスナンバー　
　　　　　を選択する。　　

チャンネルＬＥＤ上
に次のチェイスを表
示する。

チェイスがフリーラン以外になっ
ている場合に、ステップを送ってＬ
ＥＤ上に呼び出す｡

6 . 6 . 2  メモリーチェイスのプレビュー

"PREVIEW"ボタン

チェイスが登録されているメモリーフラッシュボタン（１３～１６）を押すと、
　　　　　　　　その内容がチャンネルＬＥＤに表示されます。

P R E V I  E W    CHASE  IN  MEMORY

MEMORY A13
SPEED:

CHASE  No . 0 1
     STEPS:   12

ON/OFF        TYPE:

SOUND  STEP  LEARN

音楽に合わせてボタンを
押すことによりスピードを
直接入力出来ます。

3 .22  Hz

0 .31  Sec

音楽同期チェイスがフリーラン以外
になっている場合のステッ
プのプレビュー

エンコーダによってチェイススピードを変更できます。

6 . 6 . 3  シーケンスステップでのチェイスのプレビュー

シーケンスステップにリンクされたチェイスもプレビューで見ることができます（６．７．１参
照）。
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6 . 7  クロスフェードでのプレビューおよび修正

　クロスフェードにチェイスやシーケンスを呼び出している場合、現在および後続のス
テップをプレビュー･修正できます。個々のシーンのレベルの修正だけではなく、ステップ
順序を変更したり、メモリシーンを挿入することもできます。

6 . 7 . 1  後続のクロスフェードシーンのプレビュー

［Ｘ－ＦＡＤＥ］表示ボタンを押すと、プレビューメニューの表示
ボタン内容が変わる。　ディスプレーとチャンネルＬＥＤは、現
在のクロスフェードステップを表示します。

ステップにチェイスがリンクしている場合は、［ＣＨＡＳＥ－－］
表示ボタンを押すと、そのチェイスのスピードメニューを呼び出
すことができます。

X-FADE

［ＰＲＥＶＩＥＷ］ボタンを押します。
［Ｇｏ］ボタンは、引き続き通常のように機能し、ディスプレーにレベルが表示
されます。

SELECT MEMORY X-FADE     L IMIT

A5
A6

4 7
4 8

4 1
4 2

3 5
3 6

2 9
3 0

2 3
2 4

1 7
1 8

1 1
1 2

0 5
0 6

  -
  -

  -
  -

  -
  -

  -
  -

  -
  -

  -
  -

  -
  -

0 3
  -

  -
  -

CHASE -
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CHASE --     STEP 06

A5
A6

4 7
4 8

4 1
4 2

3 5
3 6

2 9
3 0

2 3
2 4

1 7
1 8

1 1
1 2

0 5
0 6

  -
  -

  -
  -

  -
  -

  -
  -

  -
  -

  -
  -

  -
  -

0 3
  -

  -
  -

レベル・ステップの修正:

6 . 7 . 2  クロスフェードシーンの修正

　［ＰＲＥＶＩＥＷ］ボタン、［Ｘ－ＦＡＤＥ］表示ボタンを押すと、シーンレベルを直接修正
することができます。

メモリ・ステップの修正:

A5
A6

4 7
4 8

4 1
4 2

3 5
3 6

2 9
3 0

2 3
2 4

1 7
1 8

1 1
1 2

0 5
0 6

  -
  -

  -
  -

  -
  -

  -
  -

  -
  -

  -
  -

  -
  -

0 3
  -

  -
  -

   MODIFY MEM   3  A     STEP 03 CHASE --

ＯＮ／ＯＦＦステップの修正:

ＯＮ／ＯＦＦステップの場合には、ディスプレー上にバーグラフで表示されます。修正は
チャンネルボタンで行います。

P R E V I  E W    CHASE  IN  MEMORY

  STEP 07

USE  CHANNEL - BUTTONS  TO  MODIFY  STEP

チャンネル２５～４８

ワイド
チャンネル

修正は、そのステップだけではなく記憶さ
れているメモリ内容にも反映されます。
［ＭＯＤＩＦＹ］表示ボタンを押すことに
よって修正が可能になります。修正方法
はレベルステップと同様です。

［ＭＥＭ　－－］表示ボタンが押され
ている間に、別のメモリを選択するこ
とができます。これによって、プログラ
ムは新しいメモリに変更され呼び出さ
れます。

ＡＵＸ１～６

チャンネルボタンでチャンネルを選択し、エンコーダか、プリセット２フェーダによるＧｒａｐ
モードで修正します。

チャンネル
１～２４

［ＳＴＥＰ　－－］表示ボタンを
押しながらエンコーダによって
ステップを選択します。
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［ＮＥＸＴ］表示ボタンを押しながら同時にエンコーダを回
すことによって、任意のステップを選択することができま
す。次のクロスフェードでは選択されたシーンへ変わりま
す。

［ＮＥＸＴ］表示ボタンを押しながら同時にメモリボタンを押
すことによって、任意のシーンを挿入することができます。
この挿入されたシーンのステップの後、シーケンスは再び
後続のシーンを続行します。

6 . 7 . 3  クロスフェードシーンの順序修正

　クロスフェード部でのチェイスやシーケンスプログラム呼び出しにおいて、シーン順序
は、記憶内容にしたがい［Ｇｏ］ボタンや手動フェードによって順に呼び出されます。しか
し [ＮＥＸＴ］および［ＧＯ－］（マイナス）機能によって任意に修正することもできます。

X - FADE        T IMED SEQUENCE                   No .
0 1

  INFADEOUTFADE MANUAL

 0  2

1 .00 2 .25

NEXT: 0  1

 NEXT

0 2
CHASE 01 L INKED

STEP :
02 ( 06 )

プログラムナンバープログラムタイプ

NEXT

NEXT

リンクしているチェイス

+

+

［Ｘ－Ｆａｄｅ　on/off］ボタンを押していると“Ｘ－ＦＡＤＥ　ＯＦＦ”メニューが表
示されます。

X - FADE      OFF

  FADE
  OFF

      GO  -   SWITCH
  OFF

GO  TO  STEP  0  2

［ＧＯ－］によって呼ばれる
ステッブナンバー

次のフェードでクロス
フェードモードを完了
します。

ひとつ前のステップにクロス
フェードします。

クロスフェードモード
から抜けます｡

ここで［ＧＯ－］表示ボタンを押すと、ひとつ前のステップへとクロスして戻りま
す。この機能は自動モードの場合にのみ働きます。なおプログラムの先頭で
は機能しません。

MEMORY
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7 .  特殊機能
“ＵＴＩＬＩＴＹ／ＳＥＴＵＰ”メニューには、様々な特殊機能や設定があります。

7 . 1  チャンネルの設定

7 . 1 . 1  チャンネルの倍加（ワイド機能）

  Ｖｅｒ２．Ｘでの最も興味深い新機能の一つは、卓のチャンネル数を増やせることです。
Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒ ２４／６では２４＋２４＋６＝５４チャンネルにすることができます
（ＬＣ４８／６：４８＋４８＋６＝１０２）。
  今までに述べた機能の全ては、プリセット関係をのぞき原則的にそのまま働きます。

ワイド機能の切り換え:

SETUP

WIDE

UTILITY/
SETUP

注意 !

［ＵＴＩＬＩＴＹ／ＳＥＴＵＰ］表示ボタン

［ＳＥＴＵＰ］表示ボタン

［ＷＩＤＥ］を選ぶと（黒く反転）、以下のように操作モード
が変わります。

チャンネルフェーダ
  プリセット２のフェーダは引き続き同一のチャンネルをコントロールします。一方、上列の
フェーダは、プリセット２の拡張として、後半の組のチャンネルをコントロールします。

プリセットマスターフェーダ
  プリセット全体のレベルは、プリセット２マスターによってコントロールされます。

チャンネルフラッシュボタンとＬＥＤ
  フラッシュボタンとＬＥＤ表示は、上下どちらか一方のチャンネルの組に対して有効となり
ます。その切り換えは、プリセット１マスターによって行います。
  プリセット１マスター５０％以上： ボタンは上側のチャンネルを表示・コントロール。
  プリセット１マスター５０％以下： ボタンは下側のチャンネルを表示・コントロール。
ディスプレーの右上角の二重矢印マークの方向は、現在どちらが有効かを示していま
す。

プレビューあるいはリミットの表示
  Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒ ２４／６の場合には、上側のプリセットがチャンネル２５～４８と
して表示されます。
  Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒ ４８／６の場合には、プリセット１マスターの設定によって、上下
どちらか一方のみのチャンネルの組が表示されます。
　ＯＮ／ＯＦＦステップのプレビューや、ＳＷＯＰの禁止、カーブ設定でのグラフィック表示
では、全てのチャンネルが一度に表示されます。

　内部的には、常にワイド機能が働いています。ワイド機能で設定されたメモリやプログラ
ムは、ワイド機能をオフにした後でも、拡張チャンネルをコントロールしています。
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7 . 1 . 2  ソフトパッチ

　Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒの卓チャンネルは、任意のディマーチャンネルにパッチするこ
とができます。おのおのの卓チャンネルは、最大２５５までのディマーチャンネルを同時
にコントロールすることができます。

パッチメニューに入るためには
UTILITY/
SETUP
OUTPUT

PATCH

O U T P U T   -    P A T C H

  OPENCONNECT

Channe l :

D immer :

0 1

Connected         0  4

 0  4

選択中の卓チャンネルに接
続されているディマーの一覧
（最大255まで）

ディマーナンバー：
エンゴーダで選択

卓チャンネル：
フラッシユボタ
ンで選択

選択されてるチャンネ
ルをディマーに接続し
ます。

接続を解除します。 全てのチャンネルを
ディマーに一対一で
接続します。

全てのパッチを
解除します。

選択中のディマーが現在接続
されている卓チャンネル

1 . ひとつの卓チャンネルをフラッシュボタンで選択します。ワイドチャンネルの
場合には、プリセット１マスターフェーダを上げることによって、ボタンを後半
のチャンネルに切り換えて選択します。

2 . 希望するディマーナンバーをエンコーダで設定します。Ｌｉｇｈｔｃｏ
ｍｍａｎｄｅｒの場合、最大は２５６です。

1 .

ブラインド機能がオフになっている場合は、実際のディマーチャ
ンネルを確認するために、選択されたチャンネルに対して８０％
のレベルが出力されます。

2a .

［ＣＯＮＮＥＣＴ］表示ボタンは、選択されたディマーを卓チャンネルに接続し
ます。このとき、そのディマーの以前の接続は解除されます。

3 .

2 .

3 .

［ＱＵＩＴ］ボタンでトップメニューに戻ります。

Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒ ２４／６（４８／６）では、最初の３０（５４）のディマーチャンネル
は、Ｓｏｃａｐｅｘコネクターにアナログコントロール電圧０～１０Ｖとして出力されています。
また全てのディマーチャンネル（１～２５６）はＤＭＸ５１２において自由に使用できます。

ワイド機能が入っている場合には、ＡＵＸチャンネルは、通常の卓チャンネルの後に
パッチされます（ＬＣ２４：４９－５４，ＬＣ４８：９７－１０２）。!

CLEAR1  :   1

-
-

0 1 - - - - - - - -
- - - - - - - - - -
- - - - - - - - - -
- - - - - - - - - -
- - - - - - - - - -
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UTILITY/
SETUP

CURVE

C U R V E

7 . 1 . 3  調光カーブ

　安価なディマーに使われている位相制御技術では、リニアなコントロール電圧に対して
明るさの上昇は一様ではありません。Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒでは、ノンリニアな出力に
設定することによって、これを補正することができます。
　そのためには、そのようなディマーのチャンネルに対して“ＣＵＲＶＥ”を設定する必要
があります。

LED  OFF = L INEAR    LED  ON = CURVE

　ＣＵＲＶＥが設定されているチャンネルでは、チャンネルＬＥＤが点灯し、ディスプレー上
のバーグラフが上側になります。変更はチャンネルボタンで行います。
  カラーチェンジャーやエフェクターの場合には“ＬＩＮＥＡＲ”に設定すべきです。

ＡＵＸ１～６

チャンネル
２５～４８

チャンネル
１～２４

7 . 1 . 4  ＳＷＯＰ効果の禁止

ＳＷＯＰ効果（１．２参照）を使用する場合、カラーチェンジャーやエフェクターのチャンネ
ル出力が０にならないように注意しなければなりません。このようなチャンネルのために
ＳＷＯＰ効果を禁止することができます。

UTILITY/
SETUP

SWOP
DISABLE

S W O P  -   D I  S A B L E

 ALL
ENABLED

 ALL
 DISABLED

LED  OFF = ENABLED    LED  ON = DISABLED

　ＳＷＯＰ効果が禁止されていると、そのチャンネルのＬＥＤが点灯し、ディスプレー上で
は上向きのバーグラフが表示されます。変更はチャンネルボタンによって行う。

 ALL
 LINEAR

 ALL
 CURVE

ＬＣ ４８／６のワイドチャンネル

OUTPUT

OUTPUT
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7 . 2  卓モードの変更

7 . 2 . 1  スイッチメモリ

　カラーチェンジャーや多機能の器具等を制御する場合のために、スイッチメモリ（２．３
参照）の動作モードを変更することができます。

フラッシュ・モード：
　ボタンを押し続けている間、メモリが出力されます。ＳＷＯＰ効果が入っている場合に
は、この間他の全ての出力が消されます。

トグル・モード：
　ボタンを押すとメモリが出力されます。再びボタンが押されるまでの間、出力は保たれメ
モリボタンのＬＥＤが点灯しています。
  トグルによる出力レベルは、メインマスターやブラックアウト[ＤＢＯ］とは独立しており、
ＳＷＯＰ効果によっても消されることはありません。
　またメモリのクロスフェードモードでは、トグルによるメモリは独立に働きます。

キル・モード：
　トグル・モードと同様ですが、新たなメモリを選択すると、以前に出力されていたメモリは
自動的に消されます。

これらのモードの切り換えは

UTILITY/
SETUP
SETUP

SWITCH
MEMORY

7 . 2 . 2  キースイッチ

　Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒの全てのプログラムは、上書きや消去に対して保護することが
できます。

キー位置: 機能
ALL ACCESS 全ての機能が使用可能。

LOCK プログラム操作が禁止されます。プレビュー・モードにおいても、さ
れているプログラムの変更はできません。ただしチェイスのスピードだけは設定できま
す。

LOCK DESK 現在の出力でホールド状態になり、卓は操作できなくなります。た
だし走行中のチェイスやＭＩＤＩによるリモートプログラムは引き続き動作し続けます。
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7 . 2 . 3 .  シアターシーケンス

　このモードでは、シーケンスに対して、ステップナンバーの代わりに数字によるステップ名が
与えられます。通常の場合と違って、ステップ名は、ステップの挿入や削除においても固定さ
れたままです。たとえばステップ１と２の間に挿入する場合には、ステップ１.１が作られます。
　これは舞台等において便利なモードです。全体の構成を変えることなく、ステップを追加したり
削除したりできます。

シアターシーケンスモードに切り換えるためには

このモードが選択されると、確認の後に以前の全てのシーケンスは削除されます。したがっ
て、プログラムを行う前に、シアターシーケンスか通常のシーケンスかを先ず選択しなければ
なりません。

　プログラムは第５章で述べたのと同様な方法で行います。

　最初は、フルステップ名が与えられます（１. ０，２. ０，３.

０．．．）。このステップ名は、（一度 ［ＥＮＴＥＲ］を押した後

の）２度目の“ＰＲＯＧＲＡＭＭＩＮＧ　ＳＥＱＵＮＣＥ”メニューに

おいて“ＩＮＦＡＤＥ”および“ＯＵＴＦＡＤＥ”から抜けた後で変更

することができます。

　ステップ名を変更していないと１.０の間隔でステップが作られます。したがって９つのステップ
（Ｘ.１～Ｘ.９）を間に挿入することができます。これは［ＩＮＳＥＲＴ］を押すことによって自動的
になされます。なぜならば、変更は、前あるいは後続のステップに対してのみ昇順に行われる
からです。

注意 !

UTILITY/
SETUP
SETUP

THEATRE
SEQUENCE
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7 . 3  メモリカードへのバックアップ
  Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒの全てのプログラムは、メモリカードにバックアップすることがで
きます。使用できるのは、ＩＴＴ　ＣＡＮＮＯＮ－ＳＴＡＲ　ＣＡＲＤ　ＣＳＣ－００３２Ｋ－ＳＭ－
３１１かその相当品です。

UTILITY/
SETUP
BACKUP

最後にプログラムが行われた日時

B A C K U P

EXCHANGE
MEMORY

LOAD
FROM CARD

SAVE
TO CARD

CARD:   01/24/94     20 :15 :12      MA 48/6    V 2 .00

 R/W - TEST:    OK

CHECKSUM:    OK

カードのテスト：
新しいカードを使用
したりバッテリーが
切れていた場合に
エラーメッセージが
表示されます。

卓とカードのデータを互い
に交換します。

データをカードに保存します。カードからデータを読み込みます。
卓のデータは上書きされます。

注意：　メモリカードには、使用する前にバッテリーを装着しておかなければなりませ
ん。バッテリーの寿命は約２年です。

バッテリー交換の際は素早く行ってください。全てのデータが失われる場合があります。

使用しないときにはカードを卓から抜いておいてください。

7 . 4   全プログラムの消去
　Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒのプログラムは完全に消去することができます。
そのためには、卓の電源投入時に４つの全ての表示ボタンを押さなければなりません。
なお安全のために一度問い合わせがなされ、“ＹＥＳ”による確認によってはじめて卓内
の全データが消去されます。この時、バッチは“１：１”に設定されます。

7 . 5   起動時のテストルーチン
　 Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒは、電源投入時に全てのプログラムと諸設定をテストします。
もし何らかのメモリエラーが発生した場合は、［ＱＵＩＴ］ボタンによって関連するデータを
消去しなければなりません。もしこのようなことが繰り返し起こる場合には、ＭＡの販売
元に連絡してください｡

重要!

UTILITY/
SETUP
SETUP

7 . 6   時刻、日付の設定

時刻と日付は、個々に選択してエンコーダで設定できます。
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1 . 卓の電源を二台とも切ります｡

一台目の卓のＭＩＤＩ ＯＵＴを二台目のＭＩＤＩ ＩＮに､また一台目のＭＩＤＩ ＯＵＴを二台目の
ＭＩＤＩ ＩＮに接続します。

2 .

スレーブ卓の電源を入れ、以下のようにボタンを押してください。3 .
UTILITY/
SETUP
EXTERN

SLAVE

マスター卓の電源を入れると、二台の卓はコミュニケーションを開始します。
連動操作をさせるために､スレーブ側のチェイスやシーンケスプログラムは､マスター側
のそれに合わせてステップを切り詰めたり拡張されたりします。

4 .

電源の入り切りを行う際は、常にマスター側を後にしてください。5 .

  ホールド機能は、卓の出力を固定するために使用します。例えば、実際の出力を変え
ることなしに、まったく新たに設定したりできます。マスターフェーダを一旦０にしてから再
び１００％にすることによって、新たな設定が呼び出されます。

［ＱＵＩＴ］ボタンを長く押すと、“ＨＯＬＤ”メニューになります。

　　　　［ＨＯＬＤ］表示ボタンを押すと出力が固定されます。

  するとブラインド状態で変更を行えるようになります。その後、メインマスターフェーダで
新たなシーンへフェイドインさせることができ、同時にホールド機能が解除されます。

  HOLD

HOLD OFF

7 . 7  ホールド機能

8 . 1  マスター・スレーブ動作
　マスター側の卓では全ての機能が使用できます。スレーブ側の卓では、個々のチャン
ネルのフェーダとボタンだけが使用でき、他の全ての機能はマスター卓によってコント
ロールされます。
  それぞれの卓は､自身のアナログ出力およびＤＭＸ出力を出しています。またパッチは
それぞれの卓で独立して機能します。一本のＤＭＸケーブルで出力を送りたい場合は、
二台の卓からの出力をＤＭＸマージャ等で混合してください。
シアターシーケンスで動作している場合は、接続前にマスターとスレーブの卓モードを合
わせておく必要があります。

8 .  リモートコントロールおよび連動
　背面のＭＩＤＩコネクタを通して､２台のＬｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒ IIを互いに接続して連動
させることができます。また、ＭＩＤＩシーケンサ等による記録・再生が可能です。

［ＨＯＬＤ　ＯＦＦ］表示ボタンを押すと、ホールド機能
は直ちに解除されます。

ディスプレーが“Ｓｅａｒｃｈｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｍａｓｔｅｒ”
の表示で止まります。
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8 . 2  ＭＩＤＩ機能
　舞台照明の推移を、ＭＩＤＩシーケンサによって記録し、後からそれを再生することがで
きます。　またＭＩＤＩ ＴＨＲＵコネクタを使用することによって、２台以上の卓を連動させる
ことができます。ただしマスター・スレーブ動作（８．１参照）の場合と違って、ＭＩＤＩの使用
にはいくつかの制限があります。

シーケンサによる記録

“ＥＸＴＥＲＮ”メニューでＭＩＤＩチャンネルを設定し、［ＭＩＤＩ ＩＮ］表示ボタン
を押します｡2 . MIDI IN

3 . シーケンサをスタートさせます。
　再生中でも、メモリ呼び出しや個々のチャンネル操作によって、実行中のＭＩＤＩに介入
することができます。またクロスフェードやチェイサー部を使用した場合、ＭＩＤＩによって実
行されたプログラム（［Ｇｏ］あるいは［ＯＮ］ボタンのＬＥＤが点滅）は､手動操作によって
選択されたプログラムに切り換わります。ＭＩＤＩ再生中は、卓でのプログラム作業はでき
ません。
　コマンドの詳細およびＭＩＤＩのフォーマットは次ページの通りです。

UTILITY/
SETUP
EXTERN

2 .

MIDI CHANNEL 0 6 エンコーダでＭＩＤＩチャンネルを設定します。3 .

シーケンサを記録モードに切り換えます。

5 . MIDI  OUT ＬｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒのＭＩＤＩ出力をオンにします。

6 . ［ＱＵＩＴ］ボタンによってディスプレーはトップメニューに戻ります。

MIDIプロトコルの送信速度のために、送出されるMIDIデータにはいつくかの制限があり
ます。
・ 個々のチャンネルはMIDIとして記録されません。
・ クロスフェードは、自動モードでタイムが設定されているシーケンスについてのみ有効
です。またオンラインでタイムを変更することはできません。

ＬｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒのＭＩＤＩ ＯＵＴをシーケンサの入力に接続します。1 .

“ＥＸＴＥＲＮ”メニューに入ります。

4 .

ＭＩＤＩによる再生

ＬｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒのＭＩＤＩ ＩＮをシーケンサの出力に接続します。1 .
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Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒ I I　2 4 / 6  +  4 8 / 6　ＭＩＤＩコード

　 ＭＩＤＩによるコントロールには、コントロールチェンジを使用しています。ＭＩＤＩメニューにおいて、
２つの異なったコントロールナンバーの組から一方を選択でき、これによってデータの衝突を避け
ることができます。

　ＭＩＤＩ ＯＵＴがオンになると、全てのマスターの設定とページが初期設定として送られます。また
チェイスとクロスフェードは停止します。
　ＭＩＤＩ ＩＮがオンになると、内部で走っている全てのメモリ、チェイス、クロスフェードは中断され、メ
インおよびチェイスフェーダは自動的に１００％に設定されます。

コマンド：

　送出されるステータスバイトは、常にコントロールチェンジコマンドです。

　　＝ １０１１ｎｎｎｎ（Ｂｎ hex）  (ｎｎｎｎ ＝ ＭＩＤＩチャンネル)

　この後に以下のような２データバイトが続きます。
　第１バイトの括弧内の値は、もうひとつのコマンドセットのものです。

機 能 第１データバイト 第２データバイト

メモリフェーダ１ 　　   ０（１０２） ０～１２７（フェーダ設定値）

メモリフェーダ２ 　　   １（１０３） ０～１２７（フェーダ設定値）

．．．

メモリフェーダ１６ 　 １５（１１７） ０～１２７（フェーダ設定値）

グランドマスターフェーダ　 １７（１１９） ０～１２７（フェーダ設定値）

チェイスマスター　 ２０（　５３） ０～１２７（フェーダ設定値）

メモリボタン５～ ８ 　 ２３（　５４） ビット3:Mem5  2:Mem6  1:Mem7  0:Mem8

メモリボタン１～ ４ 　 ２４（　５５） ビット3:Mem1  2:Mem2  1:Mem3  0:Mem4

メモリボタン１３～ １６ ２５（　５６） ビット3:Mem13  2:Mem14  1:Mem15  0:Mem16

メモリボタン９～１２ 　 ２６（　５７） ビット3:Mem9  2:Mem10  1:Mem11  0:Mem12

バンクＡ～Ｈ ２７（　５８） ＋００～０７  （バンク A～H）
SWOP  ブラックアウト ２８（　５９） ビット4:チャンネルフラッシュ　 ビット3:スイッチフラッシュ

ビット2:メモリフラッシュ ビット1:プリセット ２フラッシュ
ビット0:プリセット １フラッシュ

 DBO ２９（　６０） ０：ＤＢＯ無し
１：ＤＢＯスイッチメモリ　フラッシュ
１：ＤＢＯスイッチメモリ　トグル／キル

スイッチメモリ　５～８ ３０（　６１） ビット 3:SW5  2:SW6  1:SW7  0:SW8
スイッチメモリ　１～４ ３１（　６２） ビット 3:SW1  2:SW2  1:SW3  0:SW4
チェイスＯＮ（＋Ｎｏ．） ３２（　６３） ０～４９：チェイスナンバー１～５０
チェイスステップボタン ３３（　２０） ０～１２７：特定の値は無し
チェイスＯＦＦ ３４（　２１） ０～１２７：特定の値は無し
シーケンスＯＮ（+Ｎｏ．） ３５（　２２） ０～４９：シーケンスナンバー１～５０
シーケンスチェンジ（+Ｎｏ．）３６（　２３） ０～４９：シーケンスナンバー１～５０
シーケンスＧｏ ３７（　２４） ０～１２７：特定の値は無し
シーケンスフェイドアウト ３８（　２５） ０～１２７：特定の値は無し
シーケンス０ＦＦ ３９（　２６） ０～１２７：特定の値は無し
メモリ、ページ(内部)初期化４０（　２７） 0、4ビット　メモリ0～15、3ビット　 ページ0～7
ｽｲｯﾁ-バンク(内部)初期化 ４１（　２８） 0、4ビット 　スイッチメモリ0～15、3ビット　ページ0～7

リセット 無し ２５５（ＦＦ）
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9 .  入出力

電源入力
　Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒは、電圧の切り換えを必要とせず、９０～１２０ＶＡＣ（４０～６０Ｈ
ｚ）の範囲で動作します。入力コネクタおよび電源スイッチは背面パネルにあります。

アナログ出力
１．Ｓｏｃａｐｅｘ
Ｐｉｎ　１～３０：　チャンネル１～３０
Ｐｉｎ３６，３７：　ＧＮＤ

２．Ｓｏｃａｐｅｘ（Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒ ４８／６のみ）
Ｐｉｎ　１～２４：　チャンネル３１～５４
Ｐｉｎ３６，３７：　ＧＮＤ

ＤＭＸ出力
  ＵＳＩＴＴ　ＤＭＸ５１２（１９９０）Ｓｔａｎｄａｒｄに適合。
Ｐｉｎ１：ＣＯＭＭＯＮ
Ｐｉｎ２：Ｄａｔａ－
Ｐｉｎ３：Ｄａｔａ＋
Ｐｉｎ４，Ｐｉｎ５：ＮＣ

音声入力
  電気的にアイソレートされた音声入力用のジャックを備えています。入力インピーダン
スは１ＫΩです。入力電圧は最低約１００ｍＶＡＣが必要です。入力ゲインは、ＬＥＶＥＬ
ボリュームで調整します。またＨＯＬＤボリュームによって、２信号間に６秒までのミニマ
ムホールドオフタイムを設定することができます。

ＭＩＤＩＩＮ／ＯＵＴ／ＴＨＲＵ
　ＭＩＤＩ動作中は、標準のＭＩＤＩに対応しています。しかし、マスター・スレーブ動作におい
ては、ＭＡ独自のプロトコルが用いられ、ＭＩＤＩシーケンサで記録することはできません。

　ＤＭＸ５１２およびアナログの全ての入出力はシールドすべきであり、またシールドは
対応するプラグのグランドに接続されなければなりません。

　Ｓｏｃａｐｅｘの出力を使用しない場合には、静電気放電から守るために、コネクタにプラ
スティックキャッブをかぶせておきます。

重要 !
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Safety  Inst ruct ions :

1. Read all the instructions in the userｴs manual.
2. Keep the user`s manual for later use.
3. Follow all the instructions on the unit.
4. Pull the plug before cleaning the unit; don't use any liquid or spray cleaner. Clean with a
damp cloth.
5. Donｴt use the unit near water.
6. Don'tｴ put the unit on unstable tables etc.. It might fall down and get damaged.
7. There are slots in the case for aeration; donｴt cover these slots up because they guarantee
the reliable use of the unit and protect it against overheating. Donｴt install the unit into a
frame unless sufficient aeration is guaranteed.
8. The unit is provided with a safety plug. This plug can only be used with safety sockets.
These safety measures should by all means be followed. In case the plug doesn't fit into the
socket (e.g. with old sockets), the socket should be replaced by an electrician.
9. Donｴt put any objects on the wire and make sure nobody steps on it.
10. In case you use an extension wire make sure the sum of the power consumption of the
connected units does not exceed the maximum power of the wire. The sum of the units
plugged in the socket should not exceed 10 Ampere.
11. Donｴt spill any liquid over the unit. Donｴt put any objects through the slots of the unit, as
these might get in contact with parts that are live or might cause short circuits. This may
cause fires and shocks.
12. Donｴt service the unit yourself as parts that are live might be exposed when you open the
case; you run the risk of getting shocked. All services should only be carried out by a spe-
cialist.
13. If one of the following conditions occurs, please pull the plug out and call the service:
A. Wire or plug is damaged or worn.
B. Liquid got into the unit.
C. The unit was exposed to rain or got damp.
D. The unit doesnｴt work properly even if you follow the instructions of the userｴs
manual.
E. The unit fell down and the case was damaged.

14. Only use wires which are marked safety proof.
15. Donｴt use any high-power walkie-talkies near the unit.



Lightcommander 24/6 - 48/6

eMail: info@malighting.de . Tel.: + 49  9 31  49 7940 . User's Manual Lightcommander 24/6 - 48/6 45

DECLARATION OF CONFORMITY
according to guide lines 89/336 EWG and 92/31

EWG:

Name of producer: MA Lighting Technology GmbH
Address of producer : Dachdeckerstr. 16

D-97297 Waldb�telbrunn    Germany

declares that the product

Name of product: MA Lightcommander 24/6 and 48/6

Type: LC 24/6 and LC 48/6

answers the following product specifications:

Safety : EN60065, resp. EN60965

EMV (EMC): EN55103-1 (E1), EN50081-1

EN55103-2 (E2), EN50082-1

Additional informations: All DMX512 and analogue inputs and outputs must be

shielded and the shielding must be connected to the ground

resp. to the case of the corresponding plug.

Waldb�telbrunn, 07.11.1995

Dipl. Ing. Michael Adenau


